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快
晴
の
５
月
３
日
、
有
明
防
災

公
園
で
10
回
目
と
な
る
『
憲
法
大

集
会
』
が
開
か
れ
、
会
場
を
埋
め

尽
く
す
３
万
２
千
人
が
結
集
、
退

職
者
会
の
参
加
者
は
11
名
で
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
の
１
人
目
、

伊
藤
塾
塾
長
で
弁
護
士
の
伊
藤
真

さ
ん
は
、「
現
憲
法
は
戦
前
の
天
皇

主
権
国
家
を
転
換
さ
せ
た
も
の
。

戦
後
日
本
は
戦
争
を
し
て
い
な
い
。

14
年
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
閣
議

決
定
か
ら
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
戦

争
で
き
る
国
に
な
り
、
武
器
輸
出

解
禁
に
ま
で
至
っ
た
。
学
問
や
芸

ん
は
「
岸
田
首
相
は
訪
米
し
日
米

軍
事
同
盟
強
化
を
約
束
し
て
き
た
。

日
本
は
既
に
軍
事
大
国
だ
。
日
米

韓
同
盟
は
、
ア
メ
リ
カ
支
配
の
も

と
各
国
政
府
の
全
省
庁
が
集
ま
り

対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
て
お
り
、
戦
争
に
引
き
ず
り
込

ま
れ
る
。
戦
争
は
一
発
の
銃
弾
で

起
き
る
」
と
日
米
軍
事
同
盟
傾
斜

へ
の
危
険
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

政
党
挨
拶
は
、
立
憲
民
主
党
逢

坂
誠
二
代
表
代
行
、
共
産
党
田
村

智
子
委
員
長
、
れ
い
わ
新
撰
組
櫛

淵
万
里
共
同
代
表
、
社
会
民
主
党

福
島
瑞
穂
党
首
、「
緊
急
事
態
対
応

は
法
整
備
で
で
き
る
。
改
憲
の
理

由
に
は
な
ら
な
い
」
な
ど
、
改
憲

派
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
改
憲
派
は
『
民
間
憲
法

臨
調
』
な
ど
が
集
会
。
自
民
党
だ

け
で
な
く
、
維
新
、
公
明
、
国
民

民
主
は
「
緊
急
事
態
に
対
処
す
る

た
め
、
改
憲
は
必
要
」「
立
憲
民
主

抜
き
で
早
急
に
着
手
を
」
と
主
張

し
て
い
ま
す
。
維
新
・
国
民
民
主

は
自
民
党
の
補
完
物
と
し
て
の
姿

勢
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
ま
す
。
改

憲
阻
止
の
闘
い
は
正
念
場
で
す
。自治労などの参加者

５・３憲法大集会

武力で平和はつくれない！

術
な
ど
様
々
な

分
野
に
政
府
が

介
入
す
る
憲
法

無
視
の
政
治
が

進
ん
で
い
る
。

今
こ
そ
、
憲
法

を
守
ろ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

２
人
目
の
新

外
交
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ（
Ｎ
Ｄ
）

代
表
で
弁
護
士

の
猿
田
佐
世
さ

憲
法
無
視
の
政
治
を
許
す
な

日
米
同
盟
は
危
険

緊
急
事
態
は
改
憲
理
由
に
な
ら
な
い

改
憲
阻
止
の
闘
い
は
正
念
場
だ
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４
月
22
日
、
春
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
「
東
京
都
慰
霊
堂
訪
問
と

両
国
界
隈
散
策
、
本
格
ち
ゃ
ん
こ

で
ラ
ン
チ
宴
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
15
名
で
し
た
。

　

事
前
に
決
め
て
い
た
プ
ラ
ン
は
、

北
斎
生
誕
の
地
や
津
軽
藩
上
屋
敷

跡
、
歴
代
横
綱
名
を
記
し
た
石
碑

が
あ
る
野
見
宿
禰
神
社
を
見
物
し
、

す
み
だ
北
斎
美
術
館
鑑
賞
、
八
角

部
屋
な
ど
の
前
を
通
り
東
京
都
慰

霊
堂
へ
、
最
後
の
見
学
先
は
国
技

館
相
撲
博
物
館
、
そ
し
て
、「
本
格

ち
ゃ
ん
こ
」
が
待
っ
て
い
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　

当
日
は
月
曜
日
、
美
術
館
な
ど

の
休
館
が
多
い
日
な
ん
で
す
ね
。

ト
ホ
ホ
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
、

東
京
都
慰
霊
堂
復
興
記
念
館
、
国

技
館
相
撲
博
物
館
と
こ
と
ご
と
く

休
館
。事
前
に
下
見
ま
で
し
て
じ
っ

く
り
計
画
を
立
て
た
は
ず
な
の
に
、

何
と
も
ト
ボ
ケ
た
も
の
。

　

仕
方
が
な
い
の
で
、
美
術
館
・

博
物
館
を
除
く
見
物
先
を
ゆ
っ
く

り
回
り
、
懐
か
し
の
総
武
本
線
始

発
旧
両
国
駅
舎
内
に
つ
く
ら
れ
た

『
江
戸N

O
REN

』
の
土
俵
前
で
休

ん
で
い
る
間
に
『
ち
ゃ
ん
こ
道
場
』

と
交
渉
し
、
１
時
間
早
く
宴
会
を

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
も

の
の
、
勿
論
、「
ち
ゃ
ん
こ
」
は
大

盛
り
上
が
り
。
大
満
足
で
し
た
。

　

参
加
し
た
み
な
さ
ん
か
ら
「
休

館
は
な
ん
だ
っ
た
け
ど
、
元
々
、

ち
ゃ
ん
こ
が
一
番
の
目
的
だ
し
、

美
味
し
い
ち
ゃ
ん
こ
を
存
分
に
楽

し
め
た
か
ら
、
よ
し
と
し
よ
う
」

の
弁
。
で
も
、
次
は
し
く
じ
ら
な

い
よ
う
、
ハ
ン
セ
〜
し
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
美
術
館
入
館
料
が

う
い
た
こ
と
や
、
ち
ゃ
ん
こ
で
お

な
か
が
一
杯
に
な
っ
て
追
加
料
理

の
注
文
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
会
費
か
ら
千
円
バ
ッ
ク
。

元
は
自
分
の
お
金
な
の
に
、
割
り

戻
し
っ
て
何
故
か
得
し
た
よ
う
な

気
分
に
な
る
も
の
で
す
ね
。

本
格
ち
ゃ
ん
こ
旨
し
！
大
満
足
！

し
か
し
、
ハ
テ
？
…
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
？

教
養
香
る
ミ
ニ
ツ
ア
ー
が
？

ガ
〜
ン
、
美
術
館
も
博
物
館
も
？

ち
ゃ
ん
こ
を
楽
し
め
た
か
ら
許
す

東京都慰霊堂前にて

「本格ちゃんこ」はひと味違うね

　

来
年
、
年
金
・
医
療
保
険
・
介

護
保
険
の
制
度
改
訂
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
９
月
に
予
定
し
て
い
る
学

習
会
の
テ
ー
マ
は
『
変
わ
る
社
会

保
障
制
度
』
に
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ツ
ア
ー
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
「
行
き
た
い
と

こ
ろ
」
候
補
か
ら
数
カ
所
抽
出
し

て
検
討
し
て
お
り
、
現
時
点
で
の

　

深
川
と
言
え
ば

『
深
川
め
し
・
深
川

丼
』
で
す
が
、「
ご

馳
走
感
が
な
い
」
と

い
う
声
も
あ
り
、
ム

ム
ム
、検
討
中
で
す
。

第
一
候
補
は
、

『
小
江
戸
川
越

蔵
の
街
め
ぐ
り

と
温
泉
』で
す
。

　

秋
に
、『
江
東
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
』
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
芭
蕉

と
深
川
探
訪
」「
東
京
大
空
襲
戦
災

資
料
セ
ン
タ
ー
」「
清
澄
庭
園
と
深

川
江
戸
資
料
館
、
深
川
め
し
」
な

ど
を
候
補
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

秋
の
学
習
交
流
会

日
帰
り
ツ
ア
ー

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク川越時の鐘

清澄庭園
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年
金
制
度
は
、５
年
ご
と
に
「
財

政
検
証
」
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
制
度
改
正
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、今
年
は「
財
政
検
証
」

を
行
う
年
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
４
月
16
日
、

年
金
制
度
の
財
政
検
証「
オ
プ
シ
ョ

ン
試
算
」
の
内
容
を
『
社
会
保
障

制
度
審
議
会
年
金
部
会
』
に
提
示

し
ま
し
た
。
内
容
は
別
記
の
通
り

５
項
目
＋
１
で
す
。
こ
れ
ら
は
19

年
検
証
で
も
課
題
で
し
た
が
、
適

用
の
一
部
拡
大
と
在
職
老
齢
年
金

制
度
基
準
改
善
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
「
被
用
者
保
険
適
用
拡
大
」
は
、

年
金
財
政
安
定
に
寄
与
す
る
だ
け

で
な
く
、
先
行
き
の
低
年
金
高
齢

者
を
減
ら
す
効
果
も
あ
り
、
働
き

方
の
構
造
変
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
し
か
し
、
短
時
間
労
働
者
を

多
く
雇
用
す
る

企
業
が
、
社
会

保
険
料
負
担
増

に
抵
抗
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
主
婦

パ
ー
ト
層
等
も

　

第
16
回
定
期
総
会
は
、

▼
開
催
日　
６
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　
10 

時
15
分
開
会

▼
会　
場　
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル

▼
懇
親
会　
12
時
30
分
開
始

　
　
　
　
　
（
総
会
終
了
後
）

　
　
　
　
※
懇
親
会
費
千
円
で
す
。

　

今
月
の
定
例
連
絡
に
「
出
欠
連

絡
」
用
ハ
ガ
キ
を
同
封
し
ま
し
た

の
で
、
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
か
ら
「
出
欠
連
絡
」

の
ネ
ッ
ト
対
応
を
行
う
こ
と
に
し

ま
す
。
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い

る
方
に
は
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま
せ
ん
。

　

総
会
議
案
は
①
活
動
方
針
、
②

会
計
予
算
、
③
旅
費
支
給
基
準
改

訂
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
例
年
、

５
月
に
総
会
議
案
を
送
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
準
備
が
遅
れ
て
お
り
、
６
月
に

な
り
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
昨
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
懇
親
会
を
行
え
ま
せ
ん

困
る
よ
ね
え　
　

ド
ン
ド
ン
年
金
が

減
っ
て
し
ま
う

６
月
14
日
に

第
16
回
定
期
総
会

負
担
増
を
嫌
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
基
礎
年
金
期
間
延
長
」

は
、
財
源
問
題
で
財
務
省
が
抵
抗

し
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

　
「
在
職
老
齢
年
金
制
度
」廃
止
は
、

オプション試算の内容（案）
■被用者保険の更なる適用拡大
＊被用者保険適用対象の短時間労働者企業規模要
件や個人事業所非適用業種の適用範囲見直し
＊賃金要件・労働時間要件等を見直し、一定程度
働く全被用者を被用者保険適用対象に
〈現行の要件〉従業員規模 51 人以上（今年 10
月から）、週 20時間以上、月収 8.8 万円以上

■基礎年金の拠出期間延長・給付増額
＊基礎年金保険料拠出期間を現行の 40 年（60
歳迄）→ 45 年（65 歳迄）に延長、拠出期間
の伸びに合わせて基礎年金が増額する仕組み
■マクロ経済スライドの調整期間の一致
＊基礎年金と報酬比例部分に係るマクロ経済スラ
イドの調整期間を一致させる
■在職老齢年金制度
＊賃金と年金額の合計額が月 50万円（現行基準）
を超えると年金額を減額する制度の見直し
■標準報酬月額の上限
＊厚生年金の標準報酬月額の上限（現行 65万円）
見直し
▼その他
＊マクロ経済スライド調整がフルに発動される仕
組み（名目下限措置の撤廃）など

高
齢
者
の
就
業
を
促
進

す
る
面
と
将
来
世
代
の

年
金
額
に
影
響
を
及
ぼ

す
と
い
う
相
反
す
る
要

素
が
あ
り
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
す
。

　

厚
労
省
は
、
今
夏
を

目
途
に
「
財
政
検
証
」

を
ま
と
め
、
年
末
ま
で

に
年
金
制
度
改
正
案
を

詰
め
る
と
し
て
い
ま

す
。
来
年
の
通
常
国
会

に
改
正
案
が
上
程
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

年
金
制
度
改
善
へ
、

私
た
ち
の
声
を
反
映
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

５
年
に
一
度
の
年
金
制
度
改
定
へ
検
討
開
始

来
年
通
常
国
会
に
改
正
案
上
程

抵
抗
勢
力
は
３
つ
？

オ
プ
シ
�
ン
試
算
５
項
目
提
示

で
し
た
が
、
今
年
は
盛

大
に
や
り
ま
す
。
旧
交

を
温
め
る
機
会
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。



４

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2024 年５月
　

４
月
13
日
、
東
京
平
和
運
動
セ

ン
タ
ー
主
催
の
『
平
和
の
バ
ト
ン

を
つ
な
ご
う
第
６
弾
～
憲
法
審
査

会
学
習
会
』
が
田
町
交
通
ビ
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務

局
長
の
染
裕
之
さ
ん
、
学
習
会
の

司
会
は
東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
の
桐
田
達
也
さ
ん
、
お

二
人
と
も
東
京
清
掃
退
職
者
会
の

メ
ン
バ
ー
で
す
。以
下
、講
演
概
要
。

　

岸
田
大
軍
拡
路
線
は

　

兵
器
輸
出
に
ま
で
膨
張
し
た

　

15
年
９
月
19
日
に
成
立
し
た
安

保
法
制
は
、
日
本
の
一
つ
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
、
こ
こ
か
ら
毎

月
の
19
日
行
動
が
始
ま
っ
た
。

　

岸
田
政
権
は
、
22
年
12
月
に
安

保
三
文
書
改
悪
と
ト
マ
ホ
ー
ク
爆

買
い
を
閣
議
決
定
し
、
24
年
３
月
、

防
衛
装
備
移
転
三
原
則
を
閣
議
決

定
し
た
。
か
つ
て
、宮
沢
外
相
（
後

に
首
相
）
は
「
兵
器
輸
出
で
金
を

稼
ぐ
ほ
ど
落
ち
ぶ
れ
て
い
な
い
。」

と
国
会
答
弁
し
て
い
た
。

　

軍
事
大
国
化
の
進
行
に
並
行
し

　

憲
法
審
査
会
の
論
議
が
急
拡
大

　

安
倍
晋
三
は
憲
法
前
文
を
「
い

じ
ま
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

　
『
憲
法
審
査
会
』は
07
年
に
成
立
。

前
身
は
『
憲
法
調
査
会
』、
憲
法
が

　

自
民
党
『
改
憲
４
項
目
』

　
　

の
本
質
は
何
な
の
か

　
『
９
条
の
２
』
を
加
え
る
。

実
在
す
る
自
衛
隊
と
い
う
現

実
と
の
乖
離
は
問
題
だ
と
主

　

４
月
の
総
が
か
り
19
日
行
動
は
、

「
日
米
軍
事
同
盟
強
化
反
対
」と「
裏

金
疑
惑
徹
底
追
及
」
を
主
要
課
題

と
し
て
取
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
訪
米
の
手
土
産
は
「
経
済

安
保
法
と
武
器
輸
出
解
禁
」、
首
脳

会
議
で
は
米
軍
と
自
衛
隊
の
指
揮

統
制
枠
組
み
強
化
を
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
実
態
は
自
衛
隊
が
米
軍
の

指
揮
下
に
組
込
ま
れ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
自
民
党
裏
金
疑
惑
に
対

す
る
国
民
の
怒
り
は
、
沸
騰
点
に

達
し
て
い
ま
す
。
野
党
も
自
覚
を

も
っ
て
徹
底
追
及
す
べ
き
で
す
。

裏
金
疑
惑
徹
底
追
及
！

「
裏
金
疑
惑
」
そ
っ
ち
の
け
で

「
憲
法
改
悪
」
に
前
の
め
り
の
自
民
党

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
学
習
会機

能
し
て
い
る
か
調
査
す
る

場
だ
っ
た
。
22
年
か
ら
開
催

回
数
が
急
増
し
て
い
る
。
改

憲
派
は
前
の
め
り
だ
。

張
。
現
実
と
の
乖
離
は
憲
法
の
理

念
へ
近
づ
け
る
努
力
で
解
消
す
べ

き
だ
。
憲
法
に
明
記
さ
れ
る
と
、

自
衛
隊
に
公
共
性
が
付
与
さ
れ
、

人
権
と
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
危
険
性
が
出
る
。

　

緊
急
事
態
対
応
、
教
育
無
償
化

は
法
整
備
で
対
応
で
き
る
。
論
外

の
合
区
解
消
含
め
、
お
試
し
改
憲

を
や
り
本
丸
の
９
条
改
悪
が
狙
い
。

　

戦
争
す
る
国
で
は
な
く

　

平
和
維
持
へ
の
努
力
が
肝
要

　

戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
法
整
備

が
続
け
ら
れ
、
岸
田
訪
米
で
日
米

軍
事
一
体
化
が
既
成
事
実
化
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
世
界
的
影
響
力
は

低
下
す
る
。
守
る
べ
き
国
益
は
何

か
、
中
国
敵
視
は
正
し
い
か
、
北

朝
鮮
は
な
ぜ
ロ
ケ
ッ
ト
を
発
射
す

る
の
か
、
米
韓
軍
事
演
習
な
ど
挑

発
し
て
い
る
の
は
誰
か
、
ア
メ
リ

カ
軍
需
産
業
の
尻
馬
に
乗
る
な
。

　

戦
争
し
て
勝
て
る
と
思
う
楽
観
、

原
発
を
攻
撃
さ
れ
な
い
と
思
う
楽

観
は
度
し
難
い
。
進
む
べ
き
は
平

和
の
維
持
へ
の
努
力
だ
。

司会担当の　
桐田達也さん

講師の　　
染裕之さん
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平
和
へ
の
思
い
を
大
事
に

ら
に
被
災
体
験
を
記
録
し
、『
被
災

証
言
集
』
と
し
て
３
冊
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

戦
争
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
な

ど
で
行
わ
れ
、
戦
争
が
い
か
に
む

ご
く
、
こ
の
町
で
の
被
災
体
験
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
平
和

へ
の
思
い
を
大
事
に
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
60
歳
の
定
年
で
職
場
に

は
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
退
職
後
、

杉
並
は
地
域
で
の
市
民
運
動
が
盛

ん
で
し
た
が
豊
島
区
に
は
市
民
運

動
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

空
襲
の
追
悼
会
が
市
民
の
手
で
開

か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

手
伝
い
は
じ
め
、
13
年
間
運
動
を

続
け
、
現
在
は
事
務
局
長
を
し
て

い
ま
す
。

　

79
年
前
の
４
月
13
日
か
ら
14
日

に
か
け
て
の
深
夜
の
３
時
間
半
に

Ｂ
29
が
３
５
０
機
飛
来
し
、
豊
島
区
、

板
橋
区
、
北
区
な
ど
を
襲
い
ま
し

た
。
死
者
２
５
０
０
名
、
焼
失
家
屋

17
万
戸
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
豊
島
区
は
３
分
の
２
が
焦
土

と
化
し
、
被
災
者
の
人
数
は
23
区

で
最
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

豊
島
区
の
身
元
不
明
の
死
体
１
３
７

体
が
雑
司
ヶ
谷
墓
地
内
、
５
３
１
体

が
『
日
の
出
３
丁
目
公
園
予
定
地
』

に
仮
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
東

京
都
が
、
こ
の
遺
体
を
掘
り
出
し
、

日
に
追
悼
会
が
、
鎮
魂
の

祈
り
と
平
和
へ
の
思
い
を

こ
め
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
30
回
で
、
１
３
０
名

の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

被
災
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
追
悼
会
で
は
被
災
体
験
者
の

方
の
お
話
と
被
災
体
験
の
記
録
の

朗
読
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
災
体

験
の
あ
る
お
方
は
空
襲
か
ら
79
年

た
ち
、
高
齢
と
な
り
お
話
を
し
て

い
た
だ
く
の
は
難
し
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
何
と
か
お

話
を
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
さ

４
・
13
根
津
山
小
さ
な
追
悼
会

吉
田　

雅
明

荼
毘
に
付
し
、
遺
骨
は
慰
霊
堂

に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
園
予
定
地
が
現
在
の
南
池

袋
公
園
の
場
所
で
あ
る
こ
と
か

ら
豊
島
区
の
『
空
襲
犠
牲
者
哀

悼
の
碑
』
が
こ
の
地
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
碑
を
建
て
る
だ
け

で
な
く
追
悼
を
し
よ
う
と
市
民

の
手
で
空
襲
の
あ
っ
た
４
月
13

豊
島
区
の
３
分
の
２
が
焦
土
に

高橋区長も参加

被
災
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い

30
年
続
く
市
民
の
追
悼
会

パレスチナに平和を！ガザに自由を！
　
「
天
井
な
き
監
獄
」
ど
こ

ろ
か
「
天
井
な
き
虐
殺
場
」

と
化
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ

ザ
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
１
日

も
早
く
止
め
さ
せ
よ
う
と
、

４
月
21
日
、
池
袋
デ
モ
が
行

わ
れ
、
500
人
参
加
。
池
袋
駅

周
辺
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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５
月
１
日
の
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

は
、
生
憎
の
雨
、
し
か
も
本
降
り
。

そ
の
所
為
か
、
全
体
の
参
加
者
は

昨
年
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
雨
に

負
け
る
な
と
、
登
壇
者
の
発
言
は

熱
気
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

表
明
さ
れ
た
決
意
・
訴
え
の
テ
ー

マ
は
「
争
議
勝
利
、
外
国
人
労
働

者
の
人
権
、
最
低
賃
金
大
幅
引
上

げ
、
反
戦
平
和
運
動
強
化
」、
日
比

谷
メ
ー
デ
ー
の
中
心
命
題
で
あ
る

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
働
き
、
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
」
を
象
徴
す

る
も
の
で
し
た
。

　

退
職
者
会
の
参
加
者
は
18
名
、

ヨ
ロ
ヨ
ロ
し
な
が
ら
も
何
と
か
、

鍛
冶
橋
ま
で
デ
モ
し
ま
し
た
。

中央メーデー
　

第
95
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
は
、

４
月
27
日
、
代
々
木
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

芳
野
連
合
会
長
は
、「
中
小
企
業

の
賃
上
げ
実
現
の
た
め
に
は
、
労

務
費
を
含
め
た
価
格
転
嫁
と
い
う

商
習
慣
の
定
着
が
必
要
」
と
訴
え
、

昨
年
に
続
き
来
賓
と
し
て
登
壇
し

た
岸
田
首
相
は
、「
デ
フ
レ
を
払
拭

し
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
所
得
の

実
現
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
首
相
が
来
場
し
た
か

ら
だ
と
し
て
も
、
入
場
時
に
持
ち

物
検
査
ま
で
す
る
な
ん
て
、
労
働

者
の
祭
典
と
い
え
ま
せ
ん
ね
。

寒かったし、おなかもすいた
お昼にありつけてよかったね

雨をついて、元気にデモ出発！
今年も東京清掃が先頭でした。

オープニングセレモニーに東京清掃青年部が登壇

連合芳野会長


